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くらしの中の省エネルギー
●市内の各家庭（約12，000世帯）が1カ月間つぎの

　ことを続けると大変な省エネルギーになります。

使　　用　　状　　態
省ける電気
（1世帯1カ月間）

省ける電気
（市内全世帯）

石油換算

冷蔵庫
冷蔵庫のうしろを壁から
10㎝以上離す 7　kwh

　kwh84，000
21，000⑫

ドラム缶105本

電　気

こたつ
こたつの下にマットを敷く 5 60，000

15，000¢

〃　75本

掃除機
あr）かじめ部屋をかた・づけ

1日5分間短くする
1．25 15，000

3，750¢

”　約19本

照　明
電球（60w）の消し忘れを

1日1時間なくする
1．8 21，600

5．400C

〃　　27本

洗濯機
すすぐ前に脱水して洗たく

時間を1日5分間短くする
0．6 7，200

1．8009

〃　　9本

テレビ
だれも見ていないテレビの
つけっぱなしを1日1時間
なくする

2．4 28，800
7．2009

〃　　36本

暖　房
部屋の温度を1℃下げる
（毎月灯油1009使用する家
庭）

省ける灯油

10¢

120．000C
　〃　600本

風　呂
間をおかず死けて入ること
により入浴時間を1日30分
間短くする 3．4C

324，000
40．800C

”　204本

ゆ
ず
り
ま
す
来
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
2
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ドラム缶1本2009

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

も
ち
つ
き
器

（
一
升
用
）

中
　
　
古

一
万
五
千
円

ベ
　
　
ッ
　
　
ト

（
シ
ン
ゲ
ル
・
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

中
　
　
古

相
談
で

除
　
　
湿
　
器

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

〃

三
万
円

す
　
べ
　
り
台

〃

〃

ラ
　
テ
　
カ
　
セ

〃

四
万
円

パ
ナ
グ
リ
ル

〃

〃

か
が
り
ミ
シ
ン

新
　
　
品

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円

ブ
ラ
ザ
ー
編
機

中
　
　
古

二
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
～
三
万
円

百
貨
事
典
か
図
か
ん

（
小
学
低
学
年
用
）

〃

〃

ア
ル
ビ
ロ
ー
ラ
ー

ハ
ー
フ
ベ
ッ
ト

〃

相
談
で

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
を
縦
覧

縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

期
聞
　
三
月
一
β
～
三
月
二
十
一
β

時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
半
～
午
後

五
時
　
土
曜
日
は
正
午
ま
で

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に

つ
い
て
の
審
査
申
出
期
間
は
三
月
一

日
個ゆ
～
三
月
三
十
榊
日
鋤
ま
で
で
、

次
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す

◎
昭
和
五
十
四
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
等
が
あ
っ
た
場
含

◎
昭
和
五
十
四
年
中
に
家
屋
の
新
増

改
築
、
取
拶
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
含

◎
昭
和
五
十
五
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
十
一
日
図
　
午
後
一
時
～

午
後
五
時
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
の
山

を
除
く
）
　
南
鐙
坂

㊤
　
の
登
録
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
五
年
度
犬
の
登
録
と

第
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
四

月
中
旬
に
行
い
ま
す
。
（
詳
細
は

三
月
二
十
五
日
発
行
の
お
知
ら

せ
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

◎◎

畿
離
繍
醐
錯
晶
盟
嬰

事
業
名

期
　
日
　
受
付
時
間

会
　
場

名
　
対
象
者

参
集
区
域
備
　
考

育
児
学
級
並

び
に
四
ヵ
月

児
　
検
　
診

3
月
1
2
日

　
（
水
）

一
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

4
年
H
月

　
れ
の
人

域全

い
七
）
だ
く

月
で

当
い

亥』
』
一
‘
・
お

も
は

て
た

く
か

な
の

が知通人個

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

3
且
14
日

　
（
金
）

後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
9
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

3
月
1
9
日

　
（
水
）

後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
9
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

3
月
1
3
日

　
（
水
）

後
1
時
半

～
3
時
半

中
条
公
民
館

生
後
⑫
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

3
月
1
8
日

　
（
火
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
2
7
日

（
木
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

3
月
2
6
日

　
（
水
）

十
日
町
公
民
館

54
年
7
月

～
9
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

㎜
3
潟
の
蕪
欝
救
懸
饗
　
皿

㎜
2
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
㎜

皿
　
　
　
　
饗
2
の
2
1
7
4
番
㎜

皿
9
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
奮
2
の
3
2
6
9
番
…

…
1
6
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
歴
7
の
3
0
1
8
番
皿

｝
2
0
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

一
　
（
春
分
の
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
唇
2
の
2
9
5
7
番
一

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
）
…

一
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

…
30
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

一
　
　
　
　
奮
7
の
5
5
6
6
番
…

…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

　
　
　
　
の
健
診
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
健
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
三
月
十
九
日
困

ま
で
に
市
・
保
健
課
（
8
七
⊥
三

一
一
番
内
線
二
一
一
～
二
一
二
）
ぺ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

健
診
日
　
三
月
二
十
二
日
u
口

受
付
時
間
　
正
午
か
ら
午
後
二
時

健
診
時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

O
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　
　
融醐

　
　
蛎

」版3／25
　　　　　　　　　　　口53号口

年8月25日第3種郵便物認可（／部6円）編集発行／十日町市役所（電話㈹7－31」1）／毎月25日昭和54年8月25日第3種

12

四
月
一
日
～
七
日
春
季
火
災
予
防
運
動

昭和54年十日町地域広域事務組合内
原因別出火件数
　　　　　　　　　合計40件

り
一

り
一

11　　11　1
333

55

．
不
博

調
査
中

却
炉

二
た
つ

嫡
接

取
灰

敬
火気

閤
孫

天
ふ
ら
演
引
火

．
輿

た
ば
二
・
マ
ノ
チ

石
泊
響
具
顕

一
き
火
・
帖
草
焼

賓
長
と
諺
る
β

i
四
月
一
日
－

　
　
　
午
後
三
時
～
七
時

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
、
十

目
町
地
域
消
防
本
部
・
署
、
消
防
団

で
は
、
①
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自

由
者
等
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

②
防
火
管
理
体
制
の
確
立
　
③
地
域

ぐ
る
み
の
自
主
防
火
体
制
づ
く
り
の

推
進
の
三
点
を
重
点
目
標
に
、
四
月

一
目
か
ら
七
日
ま
で
「
春
季
火
災
予

防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
．

　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
・
消
防
団

員
が
各
事
業
所
、
各
家
庭
に
火
の
元

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

出
席
者
　
市
長
、
助
役
、
教
育
長
、

　
　
　
　
関
係
部
長

　
市
民
と
語
る
日
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
、
遠
隔
地
の
方
の
利
便
を

考
え
、
時
間
を
一
時
問
繰
り
あ
げ
ま

し
た
．
ま
た
、
待
ち
時
問
を
す
・
く
、
な

く
す
る
た
め
、
事
前
に
電
話
－
．
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
’
、
、
す
．
勿
論

直
接
、
お
い
で
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
．
お
問
い
合
せ
は
、
企
画
広
報

係
（
8
七
⊥
一
ニ
ニ
内
二
三
九
）

検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
昨
年
の
火
災
原
因
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。
特
に
田
畑
の
周
囲
の
枯
草

焼
か
ら
山
火
事
に
な
っ
た
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
期
間
中
消
防
本
部
に
お
h

て
防
火
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
の
で

，
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

火
災
の
際
の
電
話
問
合

わ
せ
に
つ
い
て
お
願
い

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で
は

火
災
現
場
及
び
、
水
道
水
源
地
、
市

役
所
、
警
察
署
等
関
係
機
関
並
び
に

消
防
団
幹
部
へ
の
連
絡
、
非
番
の
消

防
署
員
の
召
集
等
、
緊
急
な
電
話
連

絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
か
た
か
ら

の
問
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
か
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足
の

た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、
消
火

活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い
ま
す
．

　
消
火
活
動
関
係
者
以
外
、
消
防
署

へ
の
問
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
．

人
ロ
動
態

職
業
・
産
業
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
、
人
口

動
態
職
業
、
産
業
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
の
年

に
あ
わ
せ
て
、
五
年
に
一
回
実
施
さ

れ
る
も
の
て
＼
こ
の
年
の
一
年
間
に

発
生
し
た
人
口
動
態
事
象
（
出
生
、

死
亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の
五
事

象
）
に
つ
い
て
職
業
（
死
亡
に
つ
い

て
は
産
業
も
）
の
調
査
を
行
い
ま
す
、

　
調
査
は
、
市
民
課
の
窓
口
て
、
出

生
や
死
亡
な
ど
の
届
け
出
を
さ
れ
る

際
に
、
そ
の
届
書
の
「
職
業
（
死
亡

は
産
業
も
）
」
を
具
体
的
に
記
人
し

て
い
た
だ
く
方
法
’
．
、
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
社
会

福
祉
、
公
衆
衛
生
、
労
働
衛
生
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
て
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
個
人
的
な
ご

迷
惑
は
一
切
お
か
け
い
た
し
ま
せ
ん
。
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心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
週
三
回
実
施

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
や
幼
児

も
、
子
供
の
頃
の
成
長
期
に
、
適
切

な
指
導
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
発
育
が
よ
り
促
進
さ
れ
、
将
来

に
大
変
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
と
十
日
町
市
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
（
会
長
　
柳
実
）
で

は
、
肢
体
不
自
由
児
や
知
能
の
発
達

の
お
く
れ
て
い
る
児
童
な
ど
と
、
保

護
者
と
一
緒
に
通
園
し
、
療
育
に
よ

っ
て
心
身
の
発
達
の
促
進
を
は
か
る

と
と
も
に
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

州
ぎ
．
．
．
‘
・
…
．
．
・
…
ず
・
・
．
．
．
り
‘
・
…
．
．
．
．
一
・
…
．
．
．
．
ず
；
．
．
．
り
．
一
・
…
噂
．
．
．
ず
・
．
．
9
．
．
‘
・
．
．
．
．
．
り
り
補

”

き
れ
い
な
川
は

　
　
　
　
市
民
の
姿

　

幽寒爾勘

9
弔

四
月
か
ら
、
心
身
障
害
児
通
園
事
業
，

を
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
を
も
つ
子
供
の
幸
せ
の
た
め

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
心
身
障
害
児
通
園
事
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
名
称
　
つ
く
し
園

◎
場
所
　
土
市
第
三
（
水
沢
中
央
保

育
所
跡
）

◎
対
象
者
　
在
宅
重
度
心
身
障
害
児

と
そ
の
保
護
者
（
一
緒
に
通
園
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
）

◎
通
園
日
　
月
、
水
、
金
曜
日
の
週

三
回
、
午
前
十
時
～
午
後
＝
、
時
ま
で

（
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
弁
当

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
開
園
　
四
月
上
旬

◎
費
用
　
一
カ
月
千
円
程
度

◎
申
込
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
保

護
係
（
四
月
か
ら
は
援
護
係
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
係
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
　
　
四
月
か
ら
三
千
七
百
七
十
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
分

か
ら
月
額
三
千
七
百
七
十
円
に
な
り

ま
す
。

　
年
金
給
付
は
、
被
保
険
者
が
納
付

し
た
保
険
料
の
積
立
金
と
そ
の
運
用

収
入
、
国
庫
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
．
国
民
年
金
制
度
を
円
滑

に
運
用
し
、
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
、

適
正
な
給
付
水
準
を
確
保
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
健
全
な
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
．

　
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等
に
よ
り
、

年
々
給
付
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
保
険
料
の
額
も

、

瓢悔
ρ
》

．
）
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段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
六
月
末
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
る
特
例
納
付
制
度
の
保
険

料
は
、
月
額
四
千
円
で
す
．

今
な
ら
年
金
権
が

　
　
　
回
復
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
人
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た

や
、
保
険
料
を
長
い
間
納
め
忘
れ
て

い
る
人
は
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
金
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
、
ま
た

は
未
納
の
保
険
料
を
特
例
納
付
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
と
年
金
を
受
け

る
権
利
が
回
復
し
ま
す
．
特
例
納
付

は
あ
と
三
カ
月
で
締
め
切
ら
れ
ま
す

の
’
．
㌧
該
当
す
る
か
た
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

納
付
金
額
　
一
ヵ
月
四
千
円
に
納
付

必
要
月
数
を
か
け
た
金
額

納
付
期
限
　
六
月
三
十
日
ま
で

　
詳
細
問
い
合
せ
は
国
民
年
金
係
へ
．

長
岡
社
会
保
険

　
　
　
事
務
所
が
移
転

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
新

庁
舎
が
完
成
し
、
四
月
十
二
日
出
か

ら
移
転
し
て
業
務
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
四
月
十
日
困
、
十

一
日
囲
の
両
日
は
、
移
転
作
業
の
た

め
平
常
業
務
は
で
き
ま
せ
ん
。

移
転
先
　
〒
九
四
〇
　
長
岡
市
台
町

二
丁
目
九
番
十
し
号
（
B
O
二
五
八

±
二
六
i
五
一
四
一
番
）

車
検
用
納
税

　
　
証
明
書
に
つ
い
て

　
今
ま
で
市
税
務
課
の
窓
口
で
発
行

し
て
い
た
軽
自
動
車
と
小
型
二
輪
車

の
車
検
用
納
税
証
明
書
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
分
か
ら
納
税
通
知
書
兼
領

収
書
と
同
じ
用
紙
に
印
刷
さ
れ
ま
す
．

金
融
機
関
の
領
収
日
付
印
が
押
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
ま
ま
証
明
書
と
し
て
通

用
し
ま
す
。
領
収
書
と
同
様
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
場
合
は
、
領
収
書
と

一
緒
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
紛
失
し
た
人
に
つ
い
て
は

税
務
課
で
発
行
し
ま
す
．

お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に

　
三
日
前
な
ら
百
五
十
円
割
引

　
い
よ
い
よ
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
．

　
お
祝
い
電
報
を
利
用
す
る
と
き
は
、

早
め
に
申
し
込
む
と
有
利
で
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
配
達
日
の
十
日

前
か
ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電
報
の

受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
式
当
日
三
日
前
ま
で
に
発
通

す
る
と
、
一
通
に
つ
き
百
五
十
円
の

割
引
き
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
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す
で
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
た
び

た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ズ

ミ
講
の
主
宰
者
、
天
下
一
家
の
会
の

内
村
健
一
が
二
月
二
十
日
、
熊
本
地

方
裁
判
所
か
ら
破
産
宣
告
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
内
村

健
一
の
資
産
を
売
却
処
分
を
し
た
上

で
、
全
国
各
地
の
被
害
者
に
配
当
す

る
と
い
う
一
連
の
破
産
手
続
き
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
、
の
破
産

手
続
き
の
第
一
歩
と
し
て
、
被
害
者
か

　高田町6丁目を新設
　4月1日から、行政区域を一部変更しま

す。

　新行政区域は、高田町5丁目を分割して

r高田町5丁目」　r高田町6丁目」となり

ます。

　　　　　、葛田町5．6一目行舐区域図

ら
そ
の
被
害
額
を
破
産
債
権
と
し
て

熊
本
地
方
裁
判
所
に
債
権
届
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
債
権
届

出
を
し
な
い
と
後
の
配
当
は
分
配
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
者
は
、
全
国
で

六
十
万
人
以
上
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
同
裁
判
所
で
は
、
被
害
者
か
ら

の
届
け
出
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
全

国
を
九
ブ
・
ッ
ク
に
わ
け
、
各
ブ
・

ッ
ク
ご
と
に
破
産
手
続
き
を
と
る
地

～塀ヌ即

　　高

額場キク

コ
ロ
し
ド
ひ
し
し巴

魎

「
－
ー
I
I
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－
1
ー
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区
代
理
人
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
は
、
吉
田
聡
弁
護
士
（
埼

玉
県
浦
和
市
高
砂
三
丁
目
十
番
四
号
、

8
0
四
八
八
－
六
一
－
四
四
四
一
番
）

が
代
理
人
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
内
の
被
害
者
は
、
同
氏
に
手
続
き
の

方
法
を
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
債
権
の
屈
け
出
期
間
は
五

月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
期

問
を
過
ぎ
た
も
の
は
破
産
手
続
き
か

ら
除
か
れ
ま
す
の
で
．
こ
注
意
を
．

雪
の
十
日
町

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

今
月
末
締
切
り
で
す

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
募
集

し
て
い
た
、
第
一
回
カ
ラ
ー
雪
の
十

日
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
締
切
り
が

今
月
末
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
雪
ま
つ
り
、
雪
景
色
な
ど

冬
の
十
日
町
に
取
材
し
た
も
の

サ
イ
ズ
　
三
十
五
ミ
リ
判
以
上
の
カ

ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
か
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

で
、
G
判
、
二
B
判
、
ま
た
は
キ
ャ

ビ
ネ
判
の
単
写
真

締
切
り
　
三
月
三
十
一
日

発
表
　
四
月
下
旬
、
市
報
な
ど
で

審
査
　
中
俣
正
義
氏

賞
　
推
薦
一
名
（
賞
状
、
市
価
十
万

円
相
当
の
十
日
町
の
着
物
）

特
選
三
名
（
賞
状
、
市
価
五
万
円
相

当
の
十
日
町
の
着
物
）
ほ
か

応
募
先
、
及
び
問
い
合
せ
先
　
商
工

課
内
「
写
真
コ
ン
プ
ス
ト
係
」
　
（
8

七
⊥
一
二
二
番
内
線
二
四
三
）
へ
。

農
耕
作
業
用
自
動
車
の

　
　
　
　
　
中
告
に
つ
い
て

農
耕
作
業
に
使
用
す
る
耕
運
機
、

ト
ラ
ク
タ
ー
　
コ
ン
バ
イ
ン
等
に
つ

い
て
も
、
仙
．
の
自
動
車
と
同
様
に
、

こ
れ
を
所
有
す
る
場
合
は
申
告
し
、

標
識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
農
耕
作
業
用

自
動
車
等
に
乗
用
装
置
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
ま
だ
申
告
し
て
い
な

い
所
有
者
に
つ
い
て
、
嘱
託
員
さ
ん

を
通
じ
て
申
告
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
す
で
に
申
告
済
の
所
有
者
に

つ
い
て
は
再
度
重
復
し
て
申
告
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
末
提
出
の
か
た
は
、
な
る

べ
く
早
く
嘱
託
員
さ
ん
に
お
届
け
く

だ
さ
い
．
詳
細
は
、
税
務
課
管
理
徴

収
係
（
窓
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

〇
六
）
有
線
五
二
五
一
ニ
ヘ
。

発
明
実
施
化
試
験
費

　
　
　
補
助
金
交
付
申
請

　
科
学
技
術
庁
で
は
、
優
秀
な
発
明

考
案
が
実
施
化
さ
れ
ず
に
埋
れ
る
こ
・

と
の
な
い
よ
う
「
発
明
実
施
化
試
験

補
助
金
」
の
制
度
を
設
け
て
、
発
明

考
案
の
実
施
化
の
促
進
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

交
付
対
象
　
④
特
許
権
ま
た
は
実
用

新
案
件
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
　
②
特
許
出
願
ま
た
は
実
用
新
案

登
録
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の

何
れ
か
で
あ
っ
て
、
①
発
明
考
案
が

ま
だ
企
業
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

②
試
験
研
究
が
補
助
金
の
交
付
を
受

け
た
そ
の
会
計
年
度
内
に
終
了
の
事

申
請
者
の
資
格
　
④
特
許
権
あ
る
い

は
実
用
新
案
件
の
所
有
者
　
⑨
発
明

考
案
を
出
願
中
の
人
な
ど

申
込
み
締
切
　
五
十
五
年
四
月
七
日

提
出
先
及
び
問
い
合
せ
　
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
総
務
課
（
新
潟
市
鐙
五

〇
四
番
地
一
、
8
0
二
五
二
－
四
四

－
九
一
六
八
番
）

　
　
訂
　
．
蓬
，

　
三
月
＋
九
員
付
毒
鞭
と
お
か
ま

ち
ー
機
構
改
革
特
集
号
」
四
P
中
段

の
浄
配
水
係
を
浄
配
水
場
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
週
三
回
実
施

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
や
幼
児

も
、
子
供
の
頃
の
成
長
期
に
、
適
切

な
指
導
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
発
育
が
よ
り
促
進
さ
れ
、
将
来

に
大
変
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
と
十
日
町
市
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
（
会
長
　
柳
実
）
で

は
、
肢
体
不
自
由
児
や
知
能
の
発
達

の
お
く
れ
て
い
る
児
童
な
ど
と
、
保

護
者
と
一
緒
に
通
園
し
、
療
育
に
よ

っ
て
心
身
の
発
達
の
促
進
を
は
か
る

と
と
も
に
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

州
ぎ
．
．
．
‘
・
…
．
．
・
…
ず
・
・
．
．
．
り
‘
・
…
．
．
．
．
一
・
…
．
．
．
．
ず
；
．
．
．
り
．
一
・
…
噂
．
．
．
ず
・
．
．
9
．
．
‘
・
．
．
．
．
．
り
り
補

”

き
れ
い
な
川
は

　
　
　
　
市
民
の
姿

　

幽寒爾勘

9
弔

四
月
か
ら
、
心
身
障
害
児
通
園
事
業
，

を
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
を
も
つ
子
供
の
幸
せ
の
た
め

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
心
身
障
害
児
通
園
事
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
名
称
　
つ
く
し
園

◎
場
所
　
土
市
第
三
（
水
沢
中
央
保

育
所
跡
）

◎
対
象
者
　
在
宅
重
度
心
身
障
害
児

と
そ
の
保
護
者
（
一
緒
に
通
園
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
）

◎
通
園
日
　
月
、
水
、
金
曜
日
の
週

三
回
、
午
前
十
時
～
午
後
＝
、
時
ま
で

（
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
弁
当

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
開
園
　
四
月
上
旬

◎
費
用
　
一
カ
月
千
円
程
度

◎
申
込
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
保

護
係
（
四
月
か
ら
は
援
護
係
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
係
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
　
　
四
月
か
ら
三
千
七
百
七
十
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
分

か
ら
月
額
三
千
七
百
七
十
円
に
な
り

ま
す
。

　
年
金
給
付
は
、
被
保
険
者
が
納
付

し
た
保
険
料
の
積
立
金
と
そ
の
運
用

収
入
、
国
庫
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
．
国
民
年
金
制
度
を
円
滑

に
運
用
し
、
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
、

適
正
な
給
付
水
準
を
確
保
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
健
全
な
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
．

　
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等
に
よ
り
、

年
々
給
付
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
保
険
料
の
額
も

、
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段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
六
月
末
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
る
特
例
納
付
制
度
の
保
険

料
は
、
月
額
四
千
円
で
す
．

今
な
ら
年
金
権
が

　
　
　
回
復
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
に
加
人
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た

や
、
保
険
料
を
長
い
間
納
め
忘
れ
て

い
る
人
は
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
金
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
、
ま
た

は
未
納
の
保
険
料
を
特
例
納
付
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
と
年
金
を
受
け

る
権
利
が
回
復
し
ま
す
．
特
例
納
付

は
あ
と
三
カ
月
で
締
め
切
ら
れ
ま
す

の
’
．
㌧
該
当
す
る
か
た
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

納
付
金
額
　
一
ヵ
月
四
千
円
に
納
付

必
要
月
数
を
か
け
た
金
額

納
付
期
限
　
六
月
三
十
日
ま
で

　
詳
細
問
い
合
せ
は
国
民
年
金
係
へ
．

長
岡
社
会
保
険

　
　
　
事
務
所
が
移
転

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
新

庁
舎
が
完
成
し
、
四
月
十
二
日
出
か

ら
移
転
し
て
業
務
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
四
月
十
日
困
、
十

一
日
囲
の
両
日
は
、
移
転
作
業
の
た

め
平
常
業
務
は
で
き
ま
せ
ん
。

移
転
先
　
〒
九
四
〇
　
長
岡
市
台
町

二
丁
目
九
番
十
し
号
（
B
O
二
五
八

±
二
六
i
五
一
四
一
番
）

車
検
用
納
税

　
　
証
明
書
に
つ
い
て

　
今
ま
で
市
税
務
課
の
窓
口
で
発
行

し
て
い
た
軽
自
動
車
と
小
型
二
輪
車

の
車
検
用
納
税
証
明
書
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
分
か
ら
納
税
通
知
書
兼
領

収
書
と
同
じ
用
紙
に
印
刷
さ
れ
ま
す
．

金
融
機
関
の
領
収
日
付
印
が
押
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
ま
ま
証
明
書
と
し
て
通

用
し
ま
す
。
領
収
書
と
同
様
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
場
合
は
、
領
収
書
と

一
緒
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
紛
失
し
た
人
に
つ
い
て
は

税
務
課
で
発
行
し
ま
す
．

お
祝
い
電
報
は
お
早
め
に

　
三
日
前
な
ら
百
五
十
円
割
引

　
い
よ
い
よ
結
婚
シ
ー
ズ
ン
で
す
．

　
お
祝
い
電
報
を
利
用
す
る
と
き
は
、

早
め
に
申
し
込
む
と
有
利
で
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
配
達
日
の
十
日

前
か
ら
配
達
日
を
指
定
し
た
電
報
の

受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
式
当
日
三
日
前
ま
で
に
発
通

す
る
と
、
一
通
に
つ
き
百
五
十
円
の

割
引
き
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

（3）””1””1””1”1”1”“””と翻諮甜甜価”1”lllll”1”1””ll”ll”””Ill”mll（第3種郵便物認「1∫）昭和55年3月25日

，
，
写
．
・
．
．
．
．
’
う
．
潔
’
　
　
，
．

一
3

疑
　
㌧

鳩
・
．
卜　

　
欝
繍

　
す
で
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
た
び

た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ズ

ミ
講
の
主
宰
者
、
天
下
一
家
の
会
の

内
村
健
一
が
二
月
二
十
日
、
熊
本
地

方
裁
判
所
か
ら
破
産
宣
告
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
内
村

健
一
の
資
産
を
売
却
処
分
を
し
た
上

で
、
全
国
各
地
の
被
害
者
に
配
当
す

る
と
い
う
一
連
の
破
産
手
続
き
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
、
の
破
産

手
続
き
の
第
一
歩
と
し
て
、
被
害
者
か

　高田町6丁目を新設
　4月1日から、行政区域を一部変更しま

す。

　新行政区域は、高田町5丁目を分割して

r高田町5丁目」　r高田町6丁目」となり

ます。

　　　　　、葛田町5．6一目行舐区域図

ら
そ
の
被
害
額
を
破
産
債
権
と
し
て

熊
本
地
方
裁
判
所
に
債
権
届
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
こ
の
債
権
届

出
を
し
な
い
と
後
の
配
当
は
分
配
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
者
は
、
全
国
で

六
十
万
人
以
上
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
同
裁
判
所
で
は
、
被
害
者
か
ら

の
届
け
出
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
全

国
を
九
ブ
・
ッ
ク
に
わ
け
、
各
ブ
・

ッ
ク
ご
と
に
破
産
手
続
き
を
と
る
地

～塀ヌ即

　　高

額場キク

コ
ロ
し
ド
ひ
し
し巴

魎

「
－
ー
I
I
I
－
1
ー
」

　
　
　
一

　
　
　
’

　
　
　
一

鋳慶ゼ汐一

迦⊥塑∴1∴

　＿＿ ＿＿＿耽k

　　　　　　　　
翻町六了

　　　　N　　　　　　　　　　　　’・・、

＼　訣

㎜’目　k蝋

＞鴛．

区
代
理
人
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
は
、
吉
田
聡
弁
護
士
（
埼

玉
県
浦
和
市
高
砂
三
丁
目
十
番
四
号
、

8
0
四
八
八
－
六
一
－
四
四
四
一
番
）

が
代
理
人
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
内
の
被
害
者
は
、
同
氏
に
手
続
き
の

方
法
を
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
債
権
の
屈
け
出
期
間
は
五

月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
期

問
を
過
ぎ
た
も
の
は
破
産
手
続
き
か

ら
除
か
れ
ま
す
の
で
．
こ
注
意
を
．

雪
の
十
日
町

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

今
月
末
締
切
り
で
す

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
募
集

し
て
い
た
、
第
一
回
カ
ラ
ー
雪
の
十

日
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
締
切
り
が

今
月
末
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
雪
ま
つ
り
、
雪
景
色
な
ど

冬
の
十
日
町
に
取
材
し
た
も
の

サ
イ
ズ
　
三
十
五
ミ
リ
判
以
上
の
カ

ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
か
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

で
、
G
判
、
二
B
判
、
ま
た
は
キ
ャ

ビ
ネ
判
の
単
写
真

締
切
り
　
三
月
三
十
一
日

発
表
　
四
月
下
旬
、
市
報
な
ど
で

審
査
　
中
俣
正
義
氏

賞
　
推
薦
一
名
（
賞
状
、
市
価
十
万

円
相
当
の
十
日
町
の
着
物
）

特
選
三
名
（
賞
状
、
市
価
五
万
円
相

当
の
十
日
町
の
着
物
）
ほ
か

応
募
先
、
及
び
問
い
合
せ
先
　
商
工

課
内
「
写
真
コ
ン
プ
ス
ト
係
」
　
（
8

七
⊥
一
二
二
番
内
線
二
四
三
）
へ
。

農
耕
作
業
用
自
動
車
の

　
　
　
　
　
中
告
に
つ
い
て

農
耕
作
業
に
使
用
す
る
耕
運
機
、

ト
ラ
ク
タ
ー
　
コ
ン
バ
イ
ン
等
に
つ

い
て
も
、
仙
．
の
自
動
車
と
同
様
に
、

こ
れ
を
所
有
す
る
場
合
は
申
告
し
、

標
識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
農
耕
作
業
用

自
動
車
等
に
乗
用
装
置
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
ま
だ
申
告
し
て
い
な

い
所
有
者
に
つ
い
て
、
嘱
託
員
さ
ん

を
通
じ
て
申
告
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
す
で
に
申
告
済
の
所
有
者
に

つ
い
て
は
再
度
重
復
し
て
申
告
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
末
提
出
の
か
た
は
、
な
る

べ
く
早
く
嘱
託
員
さ
ん
に
お
届
け
く

だ
さ
い
．
詳
細
は
、
税
務
課
管
理
徴

収
係
（
窓
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

〇
六
）
有
線
五
二
五
一
ニ
ヘ
。

発
明
実
施
化
試
験
費

　
　
　
補
助
金
交
付
申
請

　
科
学
技
術
庁
で
は
、
優
秀
な
発
明

考
案
が
実
施
化
さ
れ
ず
に
埋
れ
る
こ
・

と
の
な
い
よ
う
「
発
明
実
施
化
試
験

補
助
金
」
の
制
度
を
設
け
て
、
発
明

考
案
の
実
施
化
の
促
進
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

交
付
対
象
　
④
特
許
権
ま
た
は
実
用

新
案
件
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
　
②
特
許
出
願
ま
た
は
実
用
新
案

登
録
出
願
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の

何
れ
か
で
あ
っ
て
、
①
発
明
考
案
が

ま
だ
企
業
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

②
試
験
研
究
が
補
助
金
の
交
付
を
受

け
た
そ
の
会
計
年
度
内
に
終
了
の
事

申
請
者
の
資
格
　
④
特
許
権
あ
る
い

は
実
用
新
案
件
の
所
有
者
　
⑨
発
明

考
案
を
出
願
中
の
人
な
ど

申
込
み
締
切
　
五
十
五
年
四
月
七
日

提
出
先
及
び
問
い
合
せ
　
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
総
務
課
（
新
潟
市
鐙
五

〇
四
番
地
一
、
8
0
二
五
二
－
四
四

－
九
一
六
八
番
）

　
　
訂
　
．
蓬
，

　
三
月
＋
九
員
付
毒
鞭
と
お
か
ま

ち
ー
機
構
改
革
特
集
号
」
四
P
中
段

の
浄
配
水
係
を
浄
配
水
場
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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県内の最低賃金が改正に

■繊維産業
　　1日……2630円（時間給の糟喬1壱29円）

　※ただし、糸繰り、糸始末、清掃その他の軽易な業

　務に主として従事する人及びメリヤス製品縫製造業

　に係る業務に従事する人は1日…2，559（時間給の労

　働者は1時間320円〉

　　　　　　★★★効力発生　55年3月14目

■機械・金属製造業及び自動車整備業
　　1日……3側7円（時間給の饗喬1奄8。円）

　※ただし、洋食器、刃物、手道具、金物類製造業な

　どの従事者は1日…2，960円（時間給の労働者は1時

　間370円）

　　　　　　★★★効力発生　55年2月15日

◎詳細は、十日町労働基準監督署（盈2－2079番〉へ

おたずねください。

職
業
転
換
訓
練
生
及
び

農
業
者
転
職
訓
練
生
募
集

　
転
離
職
の
た
め
、
新
た
な
職
業
に

就
こ
う
と
思
っ
て
い
る
人
に
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
再
就
職
に
必
要
な
知
識
、

技
能
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
よ
い

条
件
で
再
就
職
で
き
る
た
め
の
訓
練

を
行
う
制
度
が
あ
り
ま
す
．

訓
練
場
所
　
県
内
公
共
職
業
訓
練
校

訓
練
科
目
　
織
布
科
、
染
色
科
、
木

工
科
、
建
築
科
、
左
官
科
等

訓
練
中
の
特
典
　
授
業
料
無
料
、
実

習
用
機
械
、
工
具
の
無
料
貸
与

訓
練
期
間
　
三
ヵ
月
、
六
カ
月

入
校
時
期
　
四
月
、
十
月

詳
細
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

（
8
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ
。

古
い
着
物
を
さ
カ
し
て
い
ま
す

§

霧
舞
鷺
叢
劇

ご
ざ
い
蒙
し
た
（
溝
簾
識
灘
藝
、

．
＠
鷺
澱
藏
．
ッ
（
本
耀
叢
縷
驚

琴
子
｛
鷺
頑
樋
麟
織
》
⑧
礁
鱗
褻
努

（
高
優
醒
跡
》
⑧
津
欝
織
婆
驚
簸
＠
震

羅
饗
饗
⑤
瓢
戴
、
霧
蜜

鷺
＠
轟
雛
騰
灘
轟
、
⑤
胴

餌
・
藁
叢
慰
鑑
難
灘
鶴

服
轟
癒
難
窪
鷺
雛
鞭

講
驚
綴
簾
耀
湘
講
盤
灘
蕪
糠

じ
悉
欝
糞
灘
礫
華
灘
灘
灘
灘
影

⑫
馨
講
嫉
壌
藩
溜
瀬
搬
麓
灘
＠
霧
灘
胸

疋
．
譲
簿
　
灘
婆
麟
議
灘
叢
難

＠
鈴
斑
畷
勤
．
窮
雛
鶴
艶
雛
轟
綾
麟
．
r

　
　
ぴ

窯
霧
簾
豊
轡
馨
欝
幽
灘
灘
鎌

窪
婆
灘
・
欝
選
雛
灘
弊
蘇

・
響
鱗
灘
懸
鑑
糖
蝶
謙

棄
〉
⑤
蒋
撫
灘
ダ
霧
讐
難
黙
＠
欝

楼
鰍
、
事
轟
袋
齢
馨
萎
◎
登
隷
灘
霧
瀕
滋

ゆ
織
簗
灘
嚢
繕
驚
簿
鍵
羅
欝
雛
欝

灘
難
謙
灘
馨
邊

識
．
纏
灘
鞭
、

　｝
，
櫨鍵

．
灘
轟
　

㎜

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員
募
集

　
十
β
町
市
パ
ド
ミ
ン
拳
ン
協
会
で

は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

ク
ラ
ブ
蒙
で
申
し
込
む
か
、
直
接
練

習
場
K
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
紹
は
協
会
事
務
局
、
庭
野
哲
夫

（
◎
t
ー
ヨ
コ
番
内
線
二
六
四
）

家
た
は
、
窃
．
体
協
事
務
局
（
密
七
ー

三
剛
一
嶋
番
内
線
二
七
五
）
へ
。

　
一
月
の
お
知
ら
せ
版
で
お
願
い
し

た
明
石
ち
ぢ
み
の
収
集
は
、
み
な
さ

ん
の
温
い
ご
協
力
で
、
現
在
ま
で
に

百
余
点
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
し

て
五
月
の
特
別
展
「
明
石
ち
ぢ
み
展
」

（
仮
称
）
を
開
催
す
る
と
同
時
に
、

十
日
町
織
物
の
基
本
資
料
と
し
て
長

く
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
に
資
料
の

充
実
を
は
か
り
、
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日
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の
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れ
を
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に
、
越
後
縮
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明

治
以
来
の
十
日
町
織
物
資
料
の
収
集

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
し
ま
す
．
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ス
歴
を

幽コ

土
が
然
土
学

町の歴史、民俗風

などを研究。より

づくりのひとつの

習します。

棚　われら

土、自

　よき郷

　手段を孤

酬穫

　◎

｝～ミニ：コミ紙研究コース

情報とは…そしてその伝

方法は…実際にミニコミ

　を発行します。

　　　　　　　

⇒

コース㎜
を学びながらレン

現代社会を考える。

写真も…

真
術
で
術

写
技
中
芸

　基本

　ズの

一

ス
管
学

幽
コ
健
法

理
料
良
理

⇒

より良い健康管理のため

の料理方法を学ぶ。

　　　　　介　　　、

◎25歳までの青年なr）、ど

なたでもけっこうです。

◎学習はコースごとに行い、

それぞれのコースでは専門

講師が指導します。

◎期間は1年間
◎毎週木曜日夜7時～9時
◎特別、講座、スポーツ、

レクリェーションも企画

（自治会）

◎自治会費1，800円（通信費

含）

◎教材費は実費です。
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コ
芸
作
格

物
のの芸術に挑戦！一自

の作った焼物で飲む

も格別なもの。

さが同居し

幅広い自己
薩1

闇開級式は
　41趨隻0田㈱夜7時力、ら

　十日町電公民館で。

畷土と炎

分たち

酒の味

　　　　　　　　　　　　）
一映画評論コー’ス

映画を自らの生活の中でいかに生かせ

るか一劇場、テレビ映画を鑑賞し、

生きた批評を書く。

申込み・問い合わせは十日瞬市公展館（齪鞠茎旛）

r20歳の記録」原稿募集中
　成人おめでとうございます。

「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成

の旅の再出発点とは言えないでしょうか。この機

会にあなたの20歳を考えてみてください。

「20歳の記録」を次のように募集しています。ぜ

ひ、ご応募ください。

●テーマ　何でもけっこうです。たとえば次のよ

　　　　　うなものは’いかがでしょう。

　①わたしの青春　　　⑧初めて選挙権を得て

　②わたしの仲間　　　⑨わたしの恋愛・結婚観

　③職場で考えること　⑩わたしの訴えたいこと

　④わたしの学園生活　⑪近況報告「わたしもが

　⑤わたしの生いたち　　んばっています」

　⑥親から学んだこと　⑫詩

　⑦郷土を考える
●書き方　文章の上手・下手にこだわド）ず、自分の

　　　　体験、考えをもとに、あなたの本当の声

　　　　　を書くようにしてください。原稿にはテ

　　　　　ーマ、氏名、住所、職業を明記してくだ

　　　　　さい。
●字　数　400字詰原稿用紙5枚以内。タテ書・1

　　　　　人2篇まで。
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。ま

　　　　　た、原稿は記念文集「20歳の記録」におさ

　　　　　め、式当日出席者におわたしします・

●宛　先　十日町市公民館「20歳の記録」係

公
民
館
利
用
者
団
体
の

申
込
み
は
四
月
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
1
昭
和
5
5
年
度

市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教
育

活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
、

グ
ル
㌧
フ
な
ど
に
会
場
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
、
公
民
館
（
十
日

町
・
中
条
・
川
治
・
下
条
）
を
学
習
、

文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
社

会
教
育
活
動
を
行
う
団
体
、
グ
ル
ー
プ

プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

公民館からあなたへ3つのメニューを

贈ります川治地区青年講　へのお誘い

メニュー 内　　容 回数 学　　習　　日 備　　　考

1 いけ花 34
毎月第1、2、3・

　火曜日
午後7時～

2 食生活 24
毎月第1、2、3
　火曜日

午後7時～

3
レクリェ

ーション
36

毎月第1、2、3
　火曜日

午後7時～

★そしてスペシャルメニュー…あなた、そしてあなた

の仲間たちで作ってください。出逢い、ふれあいに、絶

好のチャンスでは？！

・とにかく開講式においでください。申込みはその時。

　開講式　4月8日（火）午後7時～

　　　　　川治地区公民館3階講堂にて
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県内の最低賃金が改正に

■繊維産業
　　1日……2630円（時間給の糟喬1壱29円）

　※ただし、糸繰り、糸始末、清掃その他の軽易な業

　務に主として従事する人及びメリヤス製品縫製造業

　に係る業務に従事する人は1日…2，559（時間給の労

　働者は1時間320円〉

　　　　　　★★★効力発生　55年3月14目

■機械・金属製造業及び自動車整備業
　　1日……3側7円（時間給の饗喬1奄8。円）

　※ただし、洋食器、刃物、手道具、金物類製造業な

　どの従事者は1日…2，960円（時間給の労働者は1時

　間370円）

　　　　　　★★★効力発生　55年2月15日

◎詳細は、十日町労働基準監督署（盈2－2079番〉へ

おたずねください。
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を
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。
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収
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。
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仮
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催
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。
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土
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町の歴史、民俗風

などを研究。より

づくりのひとつの

習します。

棚　われら

土、自

　よき郷

　手段を孤

酬穫

　◎

｝～ミニ：コミ紙研究コース

情報とは…そしてその伝

方法は…実際にミニコミ

　を発行します。

　　　　　　　

⇒

コース㎜
を学びながらレン

現代社会を考える。

写真も…

真
術
で
術

写
技
中
芸

　基本

　ズの

一

ス
管
学

幽
コ
健
法

理
料
良
理

⇒

より良い健康管理のため

の料理方法を学ぶ。

　　　　　介　　　、

◎25歳までの青年なr）、ど

なたでもけっこうです。

◎学習はコースごとに行い、

それぞれのコースでは専門

講師が指導します。

◎期間は1年間
◎毎週木曜日夜7時～9時
◎特別、講座、スポーツ、

レクリェーションも企画

（自治会）

◎自治会費1，800円（通信費

含）

◎教材費は実費です。
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幅広い自己
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闇開級式は
　41趨隻0田㈱夜7時力、ら

　十日町電公民館で。

畷土と炎

分たち

酒の味

　　　　　　　　　　　　）
一映画評論コー’ス

映画を自らの生活の中でいかに生かせ

るか一劇場、テレビ映画を鑑賞し、

生きた批評を書く。

申込み・問い合わせは十日瞬市公展館（齪鞠茎旛）

r20歳の記録」原稿募集中
　成人おめでとうございます。

「20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成

の旅の再出発点とは言えないでしょうか。この機

会にあなたの20歳を考えてみてください。

「20歳の記録」を次のように募集しています。ぜ

ひ、ご応募ください。

●テーマ　何でもけっこうです。たとえば次のよ

　　　　　うなものは’いかがでしょう。

　①わたしの青春　　　⑧初めて選挙権を得て
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　⑤わたしの生いたち　　んばっています」

　⑥親から学んだこと　⑫詩

　⑦郷土を考える
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　　　　体験、考えをもとに、あなたの本当の声

　　　　　を書くようにしてください。原稿にはテ

　　　　　ーマ、氏名、住所、職業を明記してくだ
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●字　数　400字詰原稿用紙5枚以内。タテ書・1

　　　　　人2篇まで。
●その他　応募者全員に記念品を差し上げます。ま

　　　　　た、原稿は記念文集「20歳の記録」におさ

　　　　　め、式当日出席者におわたしします・
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贈ります川治地区青年講　へのお誘い
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1 いけ花 34
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　火曜日
午後7時～

2 食生活 24
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　火曜日

午後7時～
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午後7時～

★そしてスペシャルメニュー…あなた、そしてあなた

の仲間たちで作ってください。出逢い、ふれあいに、絶

好のチャンスでは？！

・とにかく開講式においでください。申込みはその時。

　開講式　4月8日（火）午後7時～
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　　　　　　　　　　　、　しま～す
卿4月7日かり㎜、、月，．．．自動車．庫，．廟

　　　　　　　　　　　　　　　が巡回を始めます。
　　　　　　　　　　　　　　　どなたからも喜んでもらえるように、

亀

日
始
か
を
の

巡回日 コ　　ー　　ス ステーショ　ン （時間） 楽しい本をたくさん屠意しました。縛閥
は小学生の下校時刻を考えて、 今までよ

り少しずつ遅くなっています。
第1・3

六　　　箇
六箇山谷 田　　　麦 六　箇　小． 好評の夜問コースも続けます。 お気軽

月曜 1二30～2二〇〇 2二20～2：50 3：00～3：30 にスチーシ劃ンまでおいでください。
山谷公民館入口 田麦公民館 六箇小脇

第1・3 上川　町 上　川　町 三　ツ　山 飛　一　小 飛 二　小 東枯木又

火曜 飛　　　渡 10：00～10：30 11：00～11：30 12：30～1：10 2：00～2：30 3：00～3：30

第四銀行寮脇 稲原分館 飛一小学校前 飛二小学校前 鎮　守　様

第1・3 田　川　町 岩　　　野 東下組小 水　　　口 原 上　新　田 田　川　町

水曜 下　　　条 10：30～11：00 12：40～1：10 1：40～2：10 2：30～3：00 3：10～3：40 4：00～4二30

岩野クラブ前 東下組小学校 水口公民館前 小林良章宅前 上新田分館前 八島勤宅前

第1・3 大　黒　沢 伊　　　達 新　　　宮 南ケ丘団地 太　田　島 水　　　沢 馬 場
水　　　沢

金曜 9二50～10：20 10：30～11二〇〇 11：10～11：40 1：20～2：50 2：10～2：40 2二50～3：20 3二30～4：00

大黒沢団地 観　音　様 旧集会所跡 三恵堂印房 小牧神社 丸山醤油脇 馬場小学校

第2・4 本町7の2 田　中　町 本　町　6 稲荷町3の南 住　吉　町
十　日　町

月曜 1二30～2：00 2二10～2二40 2：50～3：10 3二20～3：50 4二〇〇～4：3d

染色整理組合 撚亀工場脇 十日町シルク 熊木建築前 関口秀雄宅前

第2・4

火曜
川　　　治

北　新　田

10：30～11：00

城　之　古

11：10～11：40

谷　内　丑

1：20～1：50

関　　　根

2二10～2：40

八　箇　小

2：50～3二30

川治上町
3：50～4：20

だいせい前 農　協　前 集会所脇 地蔵堂前 八箇小学校 新川屋建設車庫前

第2・4
中　　　条

四　日　町 中　条　島 中条上町 新 座 本町6の3 高田町3の南

水曜
本町6の3

10：30～11：00 12：30～1：00 1二10～1：40 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3二40

高田町3の南
二瓶砂利車庫前 島分館脇 阿部菊織物 辰己建設前 大津実宅脇 十日町保健所前

第2・4 高　　　島 鉢 名　ケ　山 吉田山谷 稲　　　葉
吉　　　田

金曜 10：30～11二〇〇 11：20～11：50 2：10～2：40 3二〇〇～3二30 3二40～4二10

酒井コンクリート前 鉢公民館前 鹿島建設作業所 吉田保育園 神社境内

第1・3 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

火曜 5二20～6：00 6：10～6：50 7：00～7二40

夜　　　間
十日醐較環田鵜 春日町公園 美雪町公園 自動車文庫のお問い合せは

第2・4 稲荷町1 西　本　町 四日町新田筏 公民館（盈7－5011番）へ
火曜 520～6：00 6：10～6：50 7二〇〇～7：40

東武運輸KK 西小学校入口 市営住宅入口
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昭
和
五
十
五
年
度
の
飼
犬
の
登
録

と
、
第
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
裏

面
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
九

十
一
日
（
三
ヵ
月
）
以
上
の
犬
は
、

必
ず
年
一
回
の
登
録
と
年
二
回
（
春
、

秋
）
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て

い
る
か
た
は
、
日
程
表
を
ご
ら
ん
の

う
え
、
都
合
の
よ
い
目
（
場
所
）
で

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
、
注
射
に
要
す
る
費
用

…
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；
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：
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－
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－
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き
り

㎜
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…
　
込

…
　
申

…
射

…
　
注

…
　
録

…
　
登

…
　
の

㎜
　
犬

…
　
飼

…
　
度

…
　
年

一
　
　
5

・
　
　
5

…
　
和

…
　
昭

7
：
…
：
…
－
：
：
：
：
：
：
：
－
：
：
－
き
り

　
指
定
さ
れ
た
三
日
間
に
受
け
る
時

　
　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
注
射
手
数
料
　
千
三
百
円

　
◎
都
合
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
三
日

　
間
に
受
け
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

　
師
が
訪
問
し
登
録
と
注
射
を
受
け

　
　
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合

　
　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
注
射
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
★
登
録
と
注
射
が
す
む
と
そ
の
場
で

　
鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

　
渡
し
ま
す
。
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず

と
　
り
　
線
…
…
…
：
…
…
…
－
…
…
：
：
一

町（部落）名

世帯主氏名

電話・有線

犬の種類 一
〃年令 才　　　ヵ月

〃毛色

〃性別 オス　・　メ　ス

〃名前
〃体格 大　・中　・小

線
1　会場に持参するもの

i　　1．この申込書

i　2．料　 金3，300円

i　3．印　　 鑑

i　4。愛犬手帳　　Nα

犬
の
首
輪
に
つ
け
、
標
識
は
玄
関
の

見
や
す
い
所
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
当
日
会
場
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、

左
記
の
申
込
書
の
各
欄
に
記
入
の
う

え
切
り
取
り
、
料
金
、
印
鑑
及
び
愛

犬
手
帳
と
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
自
分
で
飼
う
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
た
犬
、
ね
こ
の
引
取
り
は
毎
週
木

曜
日
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

予
約
制
で
す
の
で
、
十
日
町
保
健
所

（
8
七
1
二
四
〇
〇
番
、
七
ー
二
四

〇
一
番
）
で
予
約
し
、
指
定
さ
れ
た

日
に
保
健
所
に
連
れ
て
く
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
引
取
り
手
数
料
は

千
円
（
県
収
入
証
紙
）
で
す
。

労
働
保
険
料
の

　
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
労
働
保
険
料

　
（
労
災
保
険
料
と
雇
用
保
険
料
を
合

わ
せ
た
も
の
）
の
申
告
と
納
付
の
受

ゆ
ず
り
ま
す
※
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
3
湾
拓
日
家
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
布
役
所
商
工
課
内
消
費
看
協
会
へ
〉

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

贔
　
　
　
名

幾
格

希
望
価
格

晶
　
　
　
名

焼
　
格

希
望
価
格

も
ち
つ
き
器

（
一
葺
用
）

中
　
古

一
万
五
千
円

ベ
　
　
ッ
　
　
ト

（
シ
ン
グ
を
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

中
　
古
．

相
談
で

除
　
　
湿
　
品

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

が

三
万
円

パ
ナ
グ
リ
ル

．
餅

〃

ラ
，
テ
　
カ
　
セ

〃

四
万
円

露
麟
勃
課
ん

　
〃

O

〃

か
が
り
ミ
シ
ン

新
　
晶

相
談
で

乳
　
母
　
車

〃

〃

サ
ニ
ー
（
白
）

一
、
二
〇
〇
㏄
G
T

52

年
型

五
十
五
～

五
十
六
万
円

オ
　
ル
ガ
　
ン

〃

二
万
円

ア
ル
ス
編
機

（
教
本
付
）

中
　
古

相
談
で

と

り

付
け
が
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
主
は
、
保
険
料
申
告
書
に
保

険
料
を
添
え
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
労
働
基
準
局
ま
た
は
、

県
雇
用
保
険
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
十
日
町
労
働
基
準
監
督

署
（
8
二
－
二
〇
七
九
番
）
へ
．

天気予報が
　　電話で聞けます

　中越地方の天気予報を知り

たい場合、3月17日（月）午後2

時から“177”（有料〉をダイヤ

ルするだけで聞くことができ

るようになりました。

　また、全国各地の天気予報

を知りたいと．きは、地方の市

外局番につづいて“177”をダ

イヤルしてください。

大
麻
取
扱
者
は

　
　
　
　
免
許
申
請
を

　
最
近
大
麻
の
不
正
所
持
の
ニ
ュ
ー

ス
が
新
聞
、
週
刊
誌
な
ど
に
の
っ
て

い
ま
す
が
、
大
麻
を
栽
培
、
研
究
し

よ
う
と
す
る
人
（
個
人
・
法
人
）
は

大
麻
取
締
法
に
よ
り
、
知
事
の
免
許

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
昭
和
五
十
五
年
の
大
麻
取

扱
者
の
免
許
申
請
を
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
四
月
十
日
ま
で
に
十
日
町

保
健
所
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
．
な
お
申
請
書
の
用
紙
な
ど
詳

細
は
同
保
健
所
（
8
七
ー
二
四
〇
〇

番
、
七
i
二
四
〇
一
番
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　、　しま～す
卿4月7日かり㎜、、月，．．．自動車．庫，．廟

　　　　　　　　　　　　　　　が巡回を始めます。
　　　　　　　　　　　　　　　どなたからも喜んでもらえるように、

亀

日
始
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を
の

巡回日 コ　　ー　　ス ステーショ　ン （時間） 楽しい本をたくさん屠意しました。縛閥
は小学生の下校時刻を考えて、 今までよ

り少しずつ遅くなっています。
第1・3

六　　　箇
六箇山谷 田　　　麦 六　箇　小． 好評の夜問コースも続けます。 お気軽

月曜 1二30～2二〇〇 2二20～2：50 3：00～3：30 にスチーシ劃ンまでおいでください。
山谷公民館入口 田麦公民館 六箇小脇

第1・3 上川　町 上　川　町 三　ツ　山 飛　一　小 飛 二　小 東枯木又

火曜 飛　　　渡 10：00～10：30 11：00～11：30 12：30～1：10 2：00～2：30 3：00～3：30

第四銀行寮脇 稲原分館 飛一小学校前 飛二小学校前 鎮　守　様

第1・3 田　川　町 岩　　　野 東下組小 水　　　口 原 上　新　田 田　川　町

水曜 下　　　条 10：30～11：00 12：40～1：10 1：40～2：10 2：30～3：00 3：10～3：40 4：00～4二30

岩野クラブ前 東下組小学校 水口公民館前 小林良章宅前 上新田分館前 八島勤宅前

第1・3 大　黒　沢 伊　　　達 新　　　宮 南ケ丘団地 太　田　島 水　　　沢 馬 場
水　　　沢

金曜 9二50～10：20 10：30～11二〇〇 11：10～11：40 1：20～2：50 2：10～2：40 2二50～3：20 3二30～4：00

大黒沢団地 観　音　様 旧集会所跡 三恵堂印房 小牧神社 丸山醤油脇 馬場小学校
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十　日　町

月曜 1二30～2：00 2二10～2二40 2：50～3：10 3二20～3：50 4二〇〇～4：3d
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第2・4

火曜
川　　　治
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10：30～11：00
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11：10～11：40
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1：20～1：50

関　　　根

2二10～2：40

八　箇　小

2：50～3二30
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第2・4
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10：30～11：00 12：30～1：00 1二10～1：40 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3二40

高田町3の南
二瓶砂利車庫前 島分館脇 阿部菊織物 辰己建設前 大津実宅脇 十日町保健所前
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吉　　　田

金曜 10：30～11二〇〇 11：20～11：50 2：10～2：40 3二〇〇～3二30 3二40～4二10

酒井コンクリート前 鉢公民館前 鹿島建設作業所 吉田保育園 神社境内

第1・3 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

火曜 5二20～6：00 6：10～6：50 7：00～7二40

夜　　　間
十日醐較環田鵜 春日町公園 美雪町公園 自動車文庫のお問い合せは

第2・4 稲荷町1 西　本　町 四日町新田筏 公民館（盈7－5011番）へ
火曜 520～6：00 6：10～6：50 7二〇〇～7：40

東武運輸KK 西小学校入口 市営住宅入口
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問
し
登
録
と
注
射
を
受
け

　
　
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合

　
　
登
録
手
数
料
　
二
千
円

　
　
注
射
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
★
登
録
と
注
射
が
す
む
と
そ
の
場
で

　
鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の
標
識
を

　
渡
し
ま
す
。
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず

と
　
り
　
線
…
…
…
：
…
…
…
－
…
…
：
：
一

町（部落）名

世帯主氏名

電話・有線

犬の種類 一
〃年令 才　　　ヵ月

〃毛色

〃性別 オス　・　メ　ス

〃名前
〃体格 大　・中　・小

線
1　会場に持参するもの

i　　1．この申込書

i　2．料　 金3，300円

i　3．印　　 鑑

i　4。愛犬手帳　　Nα

犬
の
首
輪
に
つ
け
、
標
識
は
玄
関
の

見
や
す
い
所
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
当
日
会
場
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、

左
記
の
申
込
書
の
各
欄
に
記
入
の
う

え
切
り
取
り
、
料
金
、
印
鑑
及
び
愛

犬
手
帳
と
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
自
分
で
飼
う
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
た
犬
、
ね
こ
の
引
取
り
は
毎
週
木

曜
日
の
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
が
、

予
約
制
で
す
の
で
、
十
日
町
保
健
所

（
8
七
1
二
四
〇
〇
番
、
七
ー
二
四

〇
一
番
）
で
予
約
し
、
指
定
さ
れ
た

日
に
保
健
所
に
連
れ
て
く
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
引
取
り
手
数
料
は

千
円
（
県
収
入
証
紙
）
で
す
。

労
働
保
険
料
の

　
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
労
働
保
険
料

　
（
労
災
保
険
料
と
雇
用
保
険
料
を
合

わ
せ
た
も
の
）
の
申
告
と
納
付
の
受

ゆ
ず
り
ま
す
※
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
3
湾
拓
日
家
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
布
役
所
商
工
課
内
消
費
看
協
会
へ
〉

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

贔
　
　
　
名

幾
格

希
望
価
格

晶
　
　
　
名

焼
　
格

希
望
価
格

も
ち
つ
き
器

（
一
葺
用
）

中
　
古

一
万
五
千
円

ベ
　
　
ッ
　
　
ト

（
シ
ン
グ
を
セ
ミ
ダ
ブ
ル
）

中
　
古
．

相
談
で

除
　
　
湿
　
品

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

が

三
万
円

パ
ナ
グ
リ
ル

．
餅

〃

ラ
，
テ
　
カ
　
セ

〃

四
万
円

露
麟
勃
課
ん

　
〃

O

〃

か
が
り
ミ
シ
ン

新
　
晶

相
談
で

乳
　
母
　
車

〃

〃

サ
ニ
ー
（
白
）

一
、
二
〇
〇
㏄
G
T

52

年
型

五
十
五
～

五
十
六
万
円

オ
　
ル
ガ
　
ン

〃

二
万
円

ア
ル
ス
編
機

（
教
本
付
）

中
　
古

相
談
で

と

り

付
け
が
四
月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
主
は
、
保
険
料
申
告
書
に
保

険
料
を
添
え
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
労
働
基
準
局
ま
た
は
、

県
雇
用
保
険
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
十
日
町
労
働
基
準
監
督

署
（
8
二
－
二
〇
七
九
番
）
へ
．

天気予報が
　　電話で聞けます

　中越地方の天気予報を知り

たい場合、3月17日（月）午後2

時から“177”（有料〉をダイヤ

ルするだけで聞くことができ

るようになりました。

　また、全国各地の天気予報

を知りたいと．きは、地方の市

外局番につづいて“177”をダ

イヤルしてください。

大
麻
取
扱
者
は

　
　
　
　
免
許
申
請
を

　
最
近
大
麻
の
不
正
所
持
の
ニ
ュ
ー

ス
が
新
聞
、
週
刊
誌
な
ど
に
の
っ
て

い
ま
す
が
、
大
麻
を
栽
培
、
研
究
し

よ
う
と
す
る
人
（
個
人
・
法
人
）
は

大
麻
取
締
法
に
よ
り
、
知
事
の
免
許

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
昭
和
五
十
五
年
の
大
麻
取

扱
者
の
免
許
申
請
を
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
四
月
十
日
ま
で
に
十
日
町

保
健
所
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
．
な
お
申
請
書
の
用
紙
な
ど
詳

細
は
同
保
健
所
（
8
七
ー
二
四
〇
〇

番
、
七
i
二
四
〇
一
番
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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飼犬の登録・注射日程表

：
き
　
り
　
と
　
り
　
線
：

月　日 地　　区『 時　　間 場　　所

　A

4月15日

（火）

川　　　　治 9：00～9：40 川治集落センター

十　　日　　町

川　　　　治

10：00～11：30
保　　健　　所

13：30～15：30

中　　　　条
9：00～10：10中条公民館
10：40～11：10 克雪管理センター

下　　　　条
13：40～14：40 下条公民館
15二〇〇～15：20 東下組小学校

4月16日

（水）

新座・大井田 9：00～10：00大井田公民館

十　　日　町
10：30～11：30

市民体育館
13：30～15：00

水　　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10110～11：15水沢出張所
13：30～14：00 野中小学校

十日町山地 14：45～15：00 赤　倉　分　校

4月17日

（木）

吉　　　　田

9：00～9：50 吉田出張所
10：15～10：25 名ケ山小学校

10：45～11：15 真田小学校
八　　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15：00 六箇公民館

－
－
き
　
り
　
と
　
り
　
線
－
・

彪

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54
年
12
月

生
れ
の
人

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

4
月
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
1
0
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

4
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51
年
1
0
月

生
れ
の
人

　
す
　
　
い

　
ま
　
　
　
七
」

　
り
　
　
だ

　
送
　
　
く

　
を
　
　
で

　
書
　
い

み
知
　
お

の
通
の
は

診
診
月
た

検
検
当
か

児
　
　
亥

　
　
靖

月
　
　
｛

カ
　
　
と

6
　
　
　
く

歳
　
な

ー
　
　
が

ら
　
　
知

か
　
　
通

月
　
人

今
　
　
個

育
児
相
談

4
月
助
日

　
（
木
）

午
後
－
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

54
年
1
0
月

～
n
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

●

　
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
　
　
師
が
不
適
と
認
め
た
人
．

　
を
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
　
　
　
接
種
前
の
注
意
　
投
与
前
は
健
康
管

　
該
当
者
　
　
（
一
回
目
）
昭
和
五
十
四
　
　
理
に
十
分
注
音
お
こ
と
．
投
与
日
の

　
年
七
月
一
日
～
昭
和
五
十
四
年
十
二

　
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　
（
二
回
目
）
昭
和
五
十
四
年
一
月
一

　
日
～
昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
目
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
。
四
歳
ま
で
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
五
時
ま
で
　
北
原
の
一
部
、
上
新

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
田
、
山
際
、
原
、
廿
田
城
、
下
条
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
一
部
、
岩
野
臥
桑
原
、
下
条
中

一い

　
度
も
受
け
な
か
っ
た
人
と
、
　
一
回
し

一
か
投
与
を
受
け
て
い
な
い
人
．

い

い
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱
者
、

．
春
季
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
を
投
与

一一

、
　
昭
和
五
十
五
年
春
季
急
性
灰
白
髄
　
　
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。
そ
の
他
医

　
▼
四
月
八
日
㈹
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
ま
で
　
本
町
五
丁
目
の
一
部
、

本
町
六
丁
目
二
の
一
部
、
稲
荷
町
丁

二
丁
目
、
稲
荷
町
三
丁
目
の
一
部
、

稲
荷
町
三
丁
目
南
、
稲
荷
町
三
丁
目

北
の
一
部
、
丸
山
町
の
一
部
、
昭
和

町
四
丁
目
の
一
部
、
西
浦
西
の
一
部
、

旭
町
　
▼
四
月
十
日
困
　
正
午
～
午

　
　
　
　
　
　
　
1
隔
Q
o
O
、
ー

朝
、
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。
印
か

ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
問
診
票
は
、
当
日
会

場
で
配
布
し
ま
す
が
、
保
護
者
で
な

い
人
が
同
伴
す
る
時
は
、
前
も
っ
て

保
健
課
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
．

実
施
地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

吉
　
田
　
地
　
区

4
月
1
5
日
Uり

午
後

1
時
4
0
分

～
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

中
　
条
　
地
　
区

4
月
16
日
困

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

｛
日
町
地
区
4
月
1
7
目
困

新
座
・
大
井
田
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
⑱
⑫
⑱
◎
⑱
㊥
遍
③
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
灘
綿
．
癬
灘
聾
．
華
羅
籏
汲
数
讐
麟
総
藻
難
躍
纏
藁
雛
覇
熊
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
繋
鑑
癖
難
難
雛
糠
婆
灘
盤
撚
辮
灘
．

◎◎

叢
離
繍
膿
浬
晶
寵
闘
）
－
・
．
－
市
役
所
市
民
相
談
室

央
通
り
、
下
条
本
町
、
野
田
、
蟹
沢
、

為
永
、
山
根
、
貝
ノ
川
、
新
保
、
水

口
、
下
山
、
新
光
寺
、
仙
之
山
、
平
、

漉
野
、
塩
野
、
願
入
、
二
子
　
▼
四

月
＋
一
目
團
午
前
八
時
半
～
正
午

ま
て
　
小
泉
の
一
部
、
樽
沢
　
▼
四

月
十
五
目
り℃
　
午
後
一
時
半
～
午
後

　
　
　
蓼
騰
鎌
驚
織
絹
識
難
欝

　
　
　
　
　
繍
灘
鉱
灘
総
饗
饗

　
　
　
　
蓄

　
　
　
　
纏
灘
難
縷
雑
毅
灘
礁

四
時
ま
で
　
高
山
第
三
・
第
四
の
一

部
、
高
田
町
五
・
六
丁
目

一
鱒
轟
鞭
灘
曝
懸
導

一
6
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

一
　
　
　
　
3
2
の
3
2
7
6
番
一

㎜
1
3
日
　
池
田
医
院
（
本
町
酉
）
　
｝

…
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

皿
20
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
　
　
　
奮
7
の
3
0
1
8
番
…

一
2
7
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
一

一
2
9
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

…
（
天
皇
誕
生
日
）
盈
2
の
2
1
7
4
番
皿

　
　
鮎醐

　
　
舗

」版4塩・
∈E8日25日第3種郵便物認可（1部6円）編集発行／十Eヨ町市役所（電話㈹7－3111）／毎月25日昭和54年8月25日第3種

○
：

一下記の日程で地区広聴会を開催します・杢年は・昨

年より3会場増やして16会場で行います。それぞれび）

地域の問題や、市政に対するご意見をお聞かせください・

　　　　　　　　　　　　　　時間：午後7時～9時

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

月　日：曜 地　　　　　区 云　　　　場

5月7日i困 六　　箇　　地　　区 六箇小学校
5月8日：困 中　　条　　地　　区 中条地区公民館
5月12目i（月） 飛　　渡　　地　　区 飛渡地区公民館
5月14日：困 東　下　組　地　区 東下組小学校
5月15日i困 野中小学校地区 野中小学校
6月2目：（月） 新　　座　　地　　区 公民館新座分館

6月6目i囲 大　井　田　地　区 公民館大井田分館

6月9日：（月） 川　　治　　地　　区 川治地区公民館

6月12日i困 八　　箇　　地　　区 池の平焦云所
6月13日：囲 下　　条　　地　　区 下　　中学校
6月23日i（月） 水沢小学校地区 水沢地区公民館

6月24日1図 馬場小学校地区 馬場小学　交
7月15目i㈹ 吉　　田　　地　　区 吉田中学校
7月16日：困 美　佐　島　地　区 江道猿倉集落開発センター

7月18日i團一 十日町西部地区 博　　物　　　目

7月22日：図 十日町東部地区 1　民　会　館

痴
長
畠
窒
百

　
ー
五
月
一
日
ー

午
後
三
時
～
七
時

●
9
．
．
・
，
＝
一
・
・
．
り
一
ξ
●
一
・
＝
9
，
も
・
。
。
．
。
9
三
。
一
．
D
p
一
＝
9
・
一
．
．
一
9
＝
・
．
●
。
。
，
一
三
一
＝
．
一
，
三
＝
．
。
」
＝
；
．
．
。
昌
響
三
．
－
．

　
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
二
階
）

　
　
四
月
に
市
民
と
語
る
目
が
再
開
さ

　
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
十
二
月
ま
で

　
九
回
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

　
三
回
は
、
水
沢
（
八
月
）
吉
田
（
九

　
月
）
下
条
（
十
一
月
）
の
三
地
区
で

　
行
い
ま
す
．
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
お
い
で
の
時
に
は
事
前

　
に
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三
一
一
一

　
番
内
線
二
三
六
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

　
勿
論
、
直
接
お
い
で
い
た
だ
い
て
も

　
結
構
で
す
。

：
O

危険物取扱者講習会を実施

　
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

講
習
会
（
甲
、
乙
、
丙
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
に
規
定

の
製
造
所
、
貯
蔵
所
、
取

扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
す
る
危
険
物
取

扱
者
（
受
講
義
務
者
）
と

危
険
物
の
取
扱
作
業
を
し

て
な
い
が
受
講
希
望
の
人

受
講
の
義
務
　
受
講
義
務

者
は
次
の
期
間
内
に
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω
製
造
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
。

ω
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
を
し
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
た
ら
交
付
の
日
か
ら
五
年
以
内

㈹
受
講
後
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講

習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
。

目
時
・
会
場
　
五
月
二
十
九
日
…
柏

崎
市
民
会
館
（
柏
崎
市
中
央
町
）
六

月
三
日
…
長
岡
自
治
会
館
（
長
岡
市

神
田
町
）
六
月
四
日
…
小
千
谷
市
民

会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

　
各
会
場
と
も
午
前
九
時
受
付
開
始

申
請
期
間
・
申
込
み
　
五
月
一
日
か

ら
各
会
場
の
講
習
日
の
十
日
前
ま
で

に
・
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
急

険
物
係
（
〒
九
五
一
新
潟
市
学
校
町

一
番
町
V
へ
　
※
受
講
申
請
書
は
、

消
防
署
に
も
あ
り
ま
す
．

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収
入

証
紙
で
納
入
）
　
な
お
、
危
険
物
取

扱
者
試
験
の
受
験
準
備
講
習
会
は
、

六
月
二
十
四
、
二
十
五
日
に
予
定
。

山
火
事
に
注
意
を

　
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
山

火
事
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
田
畑
の
周
囲
の
枯
草
焼
か
ら

山
火
事
に
な
っ
た
の
が
一
番
多
く
、

続
い
て
、
煙
火
、
マ
ッ
チ
で
す
。

　
火
の
強
さ
、
速
さ
は
想
像
以
上
に

強
大
で
す
。
次
の
事
項
を
守
り
、
山

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
．

一
、
少
し
で
も
風
が
あ
る
と
き
は
、

枯
草
焼
、
た
き
火
は
し
な
い
．
た
き

火
を
す
る
と
き
は
消
火
器
、
農
業
用

ポ
ン
プ
、
ス
コ
ッ
プ
等
を
用
意
す
る
．

二
、
火
を
つ
け
る
時
は
、
周
囲
に
延

焼
す
る
危
険
が
無
い
か
確
か
め
て
、

斜
面
の
場
合
は
、
必
ず
上
方
で
火
を

つ
け
下
方
に
向
け
て
焼
く
。

三
、
た
き
火
後
は
完
全
に
消
火
す
る
．

四
、
マ
ッ
チ
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
せ
ず
、
必
ず
消
火
し
て
か

ら
始
末
す
る
。


